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 要  旨 
 近年、ネットワークのブロードバンド化に伴いエンド・ツー・エンドでの情報伝送を光ファイバを用いた超高
速で行うフォトニックネットワークの研究が進んでいる。一方、光ファイバの別の利用形態である、移動通信な
どの様々な分野で無線信号を直接光ファイバで伝送する光ファイバ無線アクセス技術、RoF（Radio on Fiber）
伝送の適応も進んでいる。 
 ところでFWA（Fixed Wireless Access）という高速固定無線通信方式があり、光ファイバのラスト１マイ
ル等に利用されているが、見通しが条件の方式であるため地上近くの送受信装置が無線信号を受信することは高
層ビルが建ち並ぶような場所では難しい。屋上等に無線設備を設置することが基本となる。もしスペースやメン
テナンス性でそれが困難な場合の対策として、ビル屋上にアンテナを設置し送受信装置までRoF 伝送技術にて無
線信号を送る方法は、有効な可能性がある。ただし光ファイバを新たに敷設するとなると、敷設等にコストと時
間がかかる。もし屋上アンテナと地上近くの無線設備を光空間伝送できたら、この問題に対する代替案となり得
る。そこで本論文では、ファイバ‐空間‐ファイバ伝送の可能性について実験的に検討する。さらに本提案に加
え、光無線と光ファイバとをシームレスに接続し、RoF 伝送において光の電力伝送が実現すれば、送受信装置の
電源を不要にでき電源のバックアップやメンテナンスが不必要になり、FWAの無線装置の設置性を高めることが
できる。 
 そこで本研究では提案方式の技術的な鍵であるファイバ対ビーム空間伝送の低損失変換を行うために、レンズ
を用いた伝搬路の設計、また電源供給として光電力伝送および光電力伝送の代替手段として太陽電池を用いた給
電、そして通信実験を行い実現可能かどうか実験的に検討した。 
 伝送距離40ｍにて光信号の伝送損失は、光ファイバで受信すると39.3dB であり、PD で直接受信すると12dB
であった。直接 PD で光信号を受信した場合の回線設計を行うと1GHz帯では、電気/光変換、光/電気変換によ
るRF 信号損失が 36dB であったので光信号の損失を含めるとRF 信号損失は48dB であった。伝送距離 10m
の光電力伝送の実験では、50W光源と直径180mmパラボラリフレクターとモジュール面積が24cm×31.5cm
の太陽電池を用いて 102mW の電力を得ることができた。実験データを基にすると、伝送距離 40m では直径
300mmの理想的なパラボラリフレクターを用いることができれば、同じ太陽電池を用いて50mW の電力を得
ることができると予想される。これより送信出力10mWの無電源中継が可能となる。最大出力10W、モジュー
ル面積 24cm×31.5cm の太陽電池を用いて太陽光発電を行えば、今回の測定期間において期待発電量 29.7
｢Wh/day｣より多い30.6｢Wh/day｣の発電量を得ることができた。 
 
